障害児用のおむつ支援活動について
3月11日の東日本大震災後、患者さんとの連絡が取れなくなり、被災地の障害児はどんなことで困っているのか情報がなかなかつかめませんでした。

1週間経ったころから電話が通じるようになりました。石巻市立湊小学校へ避難している伊勢知那子さんのご家族と携帯電話で話ができました。彼女は気管切開と胃瘻をしている重症児です。お薬と医療的ケアの消耗物品などは近くの石巻赤十字病院で手に入りましたが、避難所に届けられるおむつはご高齢者の方や赤ちゃん向けの大きさがほとんどで、中間の大きさ＝体重15-35Kg に合うスーパービッグサイズのおむつはありませんでした。また、300人も避難している石巻支援学校では歯ブラシやおねしょパッドが必要と聞きました。せっかく用意してもらったきれいなお布団に、普段は失禁をしないお年寄りや子どもたちが、慣れない避難所生活でおねしょをしてしまうからだそうです。現場のニーズを直接伺えたおかげでわかった情報でした。
そこで、ikeaMLを通じて皆さまにSOSをお願いしましたところ、全国から、おむつ290袋、おねしょパッド200枚、歯ブラシ1000本以上、タオルや衣服など、たくさんの物資を送っていただきました。なかには、阪神大震災のときの経験から必要なものを取り揃えて準備して送ってくださった方、ご自分のお子さんのおむつを分けてくださった方もいらっしゃいました。
物資の輸送は、在宅酸素や在宅人工呼吸器を扱っている日本メガケアの武山さん、パーカッショネアジャパン（IPVの会社です）の花塚さんが担当してくれました。

全国から物資の流れは次のようにしました。

１）仙台まで宅配便が届かないうち（3月20日～）は、全国→日本メガケア東京本社→東北自動車道で仙台へ。
２）3月22日からは、宅配便会社の営業所止めで、送っていただきました。
仙台から被災地への物資の輸送は、日本メガケア仙台営業所、フィリップスレスピロニクス仙台営業所の皆さん、たすけっとCILの菊池さん、宮城教育大学の菅井裕行教授、東北大学木村敏明准教授に担当していただいています。

各避難所やご家庭のおむつの必要袋数は、次のような流れを作ってニーズを集めました。

１）各避難所→各市町村母子担当保健師→県障害福祉課→拓桃田中

保健師さんは巡回している各避難所におむつ情報を張り出し、必要な方へ直接渡していく方法です。
２）各ご家庭→担任の先生→各支援学校→県教育委員会特別支援教育室→拓桃田中

担任の先生は早いうちから子どもたちの安否と居場所の確認をしてくださっていましたので、必要なお宅におむつを届けていただくことができました。

県内の各市町村へは、おむつ（28枚入り）の数だけでいうと、気仙沼市1２袋、石巻市93袋、東松島市10袋、松島町3袋、塩釜市5袋、利府町5袋、多賀城市16袋、名取市12袋、亘理市5袋、角田市2袋。

県内の各支援学校へは、気仙沼支援学校9袋、石巻支援学校9袋、金成支援学校18袋、迫支援学校18袋、古川支援学校10袋、利府支援学校10袋、光明支援学校9袋、山元支援学校20袋。
この他、気仙沼総合体育館などの避難所や個人宅へ、20袋です。
まだ、宮城県内のガソリンが不足していて、2000円分のガソリン（13リットル）を入れるために10時間近く並ばなければいけなかった頃のことです。メガケアの武山さんと一緒に気仙沼方面へ物資を運んでいた帰り道、ガソリンが危うくなってきました。電話で患者さんの安否確認をしながら運転していると、一ノ関の三浦りんちゃん（点頭てんかん）のご家族から「うちはガソリンスタンドもやってますからどうぞ」と救いの手を差し伸べてくださいました。支援しているつもりがこんな風に助けてもらうこともたびたびでした。支え支えられの毎日でした。
いま心配していることが二つあります。ひとつは、被災地の自治体などでがんばっておられる方々の過労です。彼らは、被災地に届けられたたくさんの物資をニーズに合わせて仕分けして各家庭へのお届けするという、細やかなコーディネートをされていて、肉体的にも精神的にも限界ではないかと心配です。
もうひとつは、避難所や親戚宅で肩身の狭い思いをしているご家庭が生活を立て直すために一時でも障害のある子どもを預けることができるかです。10人くらいの医療的ケアのある子どもは拓桃やエコー療育園などの医療機関で引き受けていますが、もっとたくさんのニーズがあるはずではないかと思います。いま、地域の保健師さんやコーディネーターさんから情報を集めているところです。
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